令和８年度　松阪市クルーズ旅客誘致・受入体制強化
及び周遊消費創出調査業務委託仕様書
１　業務名
令和８年度　松阪市クルーズ旅客誘致・受入体制強化及び周遊消費創出調査業務委託
２　目的
津松阪港（大口地区）（※別紙概略図参照）への令和１０年度エクスペディションクラスのクルーズ船の寄港実現に向け、富裕層をターゲットとしたモデルコースの策定、受入課題の検証、及び市場ニーズの把握を行うことにより、本市のクルーズ旅客誘致・受入体制を強化し、周遊消費の創出につなげることを目的とする。
本業務は、国土交通省「クルーズ等訪日旅客の受入促進事業」を活用した３カ年計画の初年度に位置づけられるものであり、計画的かつ戦略的に誘致活動を進めるための基礎調査及び企画立案を行う。
３　委託期間
契約締結日から令和９年３月１０日（水）まで
４　委託料の上限額
２，580，０００円（消費税及び地方消費税を含まない）
５　業務内容
受託者は、本市と協議のうえ、次の各業務を実施する。
（１）分析業務
国内外のクルーズ市場の動向、誘致対象とする船社や代理店へのニーズ調査、メディアやランドオペレーター等のヒアリングによる調査などを実施・分析するとともに、津松阪港への寄港実現に向けた課題（岸壁等受け入れ環境の安全性を含む）と方向性を整理する。
（２）モデルコース造成
富裕層クルーズ旅客を対象とした寄港時の周遊モデルコースを造成し、その魅力をストーリーとして言語化し、日本語で作成する。市内コース、近隣市町連携コースそれぞれ３コース以上とし、次年度以降に実施する印刷用のデザインのための原稿として使用するため、コースの狙い、周遊施設等の位置関係、コースチャート、ストーリーなどをまとめること。
（３）おもてなしマニュアル素案の作成
他港の事例を参考に、寄港時の受入・おもてなしに関する松阪版マニュアルの構成・内容を検討、素案を作成する。
（４）報告書の作成
上記（１）から（3）までの調査・検証・検討結果を取りまとめ、次年度以降の誘致活動に資する報告書を作成する。
６　成果品
（1） 受託者は、履行期間内に次の成果品を本市に納入すること。
	成果品
	規格・部数

	業務報告書（分析・おもてなし検討を含む）
	Ａ４判　印刷製本　３部

	モデルコース一覧、行程表及びストーリー
	Ａ４判　報告書に含む

	おもてなしマニュアル素案
	Ａ４判　報告書に含む

	上記一式の電子データ
	ＣＤ－Ｒ又はＵＳＢ等　１式（編集可能形式及びＰＤＦ）



（2） 成果品の帰属
成果品は、すべて委託者の所有とし、業務上知りえた成果、資料等の秘密を第三者に漏らし、自ら使用してはならない。
７　業務実施体制
1. 受託者は、本業務を統括する業務責任者及び担当者を配置し、業務実施体制図（様式第４号）を提出すること。
1. クルーズ誘致・観光振興に関する専門的知識並びに船社・メディア・ランドオペレーター等とのネットワークを有する者を配置すること。
８　業務遂行上の留意事項
（1） 受託者は、契約締結後速やかに業務計画書を作成し、本市の承認を得ること。
（2） 業務の進捗に応じて適宜本市と協議・報告を行い、指示があった場合は速やかに対応すること。
（3） 本業務は国庫補助事業であるため、補助金交付要綱等の定めを遵守し、経費の区分・証拠書類の整理を適切に行うこと。
（4） 本業務が、令和１０年度エクスペディションクラスのクルーズ船寄港を目標とした、複数年度計画の初年度であることを踏まえ、次年度以降の活動に接続する内容とすること。
なお、令和９年度以降に次の業務を予定している。
・事業全体の推進・コーディネート
・クルーズ船社等へのプロモーション、視察会等の実施
・市内事業者等へのクルーズツアー対応にかかる説明等
・周辺自治体（近隣市町）への協力及びクルーズ受入の説明
・メディア露出
・市民向けクルーズ受入セミナーの開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

９　保証等
（1） 受託者は、６成果品等が第三者の著作権、肖像権その他一切の権利を侵害してはいないことを保証すること。
（2） 成果品等について、第三者から権利の主張、損害賠償金等の請求がされた場合には、受託者の責任と費用において解決すること。
１０　秘密保持
受託者は、本業務の遂行上知り得た情報を第三者に漏らし、又は本業務以外の目的に使用してはならない。契約終了後も同様とする。
１１　再委託の制限
受託者は、本業務の全部又は主要部分を第三者に再委託してはならない。業務の一部を再委託しようとするときは、あらかじめ書面により本市の承認を得ること。
１２　支払方法
業務完了後、６成果品の作成において定める業務完了報告書等の内容を担当者が検査し合格後、適正な請求書の提出を受けた後30 日以内に支払う。
１３　その他
（1） 個人情報の取り扱いについては、「個人情報取扱特記事項」を遵守すること。
（2） 本業務に係る事故が生じたときは、受託者は速やかにその状況を委託者に報告しなければならない。
（3） 本仕様書に定めのない事項及び疑義が生じた場合、その都度委託者と受託者が協議をし、決定すること。




















津松阪港（大口地区）概略図
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